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不不要要

ストランドシートJCM埋設工法は、従来の連続繊維シートによる床版上面接着補強工法を進化させた画期的な工法です。
打継用エポキシ樹脂接着剤と、超速硬繊維混合型ポリマーセメントモルタルにストランドシートを組み合わせることにより、圧倒的な施工
短縮が可能です。

 ここんんななととこころろにに
・遮⾳壁の更新 ・新設などによる⾵荷重の増⼤箇所
・床版縁端拡幅⼯事 ・中央分離帯連結⼯事などによる床版上⾯補強全般

 急急速速施施⼯⼯をを実実現現
切削した床版上⾯に、打継⽤接着剤塗布から仕上げモルタルまで、途中の硬化養⽣を

待たずして連続した施⼯が可能なため、急速に施⼯できます。⼯場で含浸成形済みの
ストランドシートを使⽤するので、現場含浸⼯程が不要で短時間施⼯が可能です。

 短短いい養養⽣⽣時時間間
エポキシ樹脂は通常7⽇間程度の養⽣が必要ですが、超速硬繊維混合型ポリマーセメント

モルタル(JCM)を使⽤するため3時間程度で交通開放可能な圧縮強度を発現します。
 ⼤⼤ききなな補補強強効効果果

ストランドシートは⾼弾性型で1,500/㎡までラインアップしており、トウシート⼯法
よりも1層で⼤きな補強効果が得られます。

 ⾼⾼いい耐耐久久性性
ストランドシートが、完全に埋設される構造のため舗装改修などの際にも、

ポリマーセメントモルタルが保護層になります。また、施⼯全厚みは13mm程度と
薄く舗装などへの影響もほとんどありません。

ラインアップ

品番 繊維種類
繊維目付
g/㎜2

設計厚さ
㎜

引張強度
N/㎜2

引張弾性係数
N/㎜2

FSS‐HT‐600 炭素繊維（高強度） 600 0.333 3,400 2.45×105

FSS‐MM‐600 炭素繊維（中弾性） 600 0.330 2,900 3.9×105

FSS‐MM‐700 炭素繊維（中弾性） 700 0.385 2,900 3.9×105

FSS‐HM‐600 炭素繊維（高弾性） 600 0.286 1,900 6.4×105

FSS‐HM‐750 炭素繊維（高弾性） 750 0.357 1,900 6.4×105

FSS‐HM‐900 炭素繊維（高弾性） 900 0.429 1,900 6.4×105

FSS‐HM‐1500 炭素繊維（高弾性） 1,500 0.714 1,900 6.4×105

【炭素繊維ストランドシート】
①切削

②研掃

③接着剤塗布

④不陸修正JCM塗布

⑤接着剤塗布

⑥ストランドシート貼付

⑦保護⽤JCM塗布

⑧シート養⽣

⑨塗装復旧
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